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論文要旨

3次元モデル検索を実現する手法の中に，モデルのトポロジーに基づく物があ

る．この手法は，モデル上にスカラ値関数を定義し，その値をグラフ表現に変換後

それらで比較していくものであるが，このグラフ構築に用いる関数はスカラ値関

数に限られていた．そのため，複雑な凹凸の表面を有する形状を区別しようとす

ると，スカラ値関数を適切に選択する必要がある．本論文ではこの問題を，3次元

モデルから構築されたグラフ表現の分解能を向上させることで解決を試みる．具

体的には，2つのスカラ値関数に関して，3次元モデルからグラフ表現を構築する

アプローチである Joint Contour Net を応用することを提案する．グラフ表現構

築後の，それらの間の類似度評価は，従来のマッチングアルゴリズムを適用した．

本論文では，提案手法を説明し，簡単な 3次元モデルを用いて提案手法の振る舞

いを確認する．
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